
文部科学省 令和３年度「学校卒業後における障害者の学びの支援に関する実践研究事業」 

第２回 医療的ケア児者の生涯学習を推進するフォーラム 

資料集 

 

１ 日時 令和３年１０月２９日（金） １１時～１５時３０分 

２ 場所 国立オリンピック記念青少年総合センターセンター棟１０２室 

３ 主催 一般財団法人みんなの大学校、重度障害者・生涯学習ネットワーク ※文部科学省委託事業 

４ プログラム 

司会：引地達也（一般社団法人みんなの大学校・学長） 

１１時００分～ 主催者挨拶 

飯野順子（重度障害者・生涯学習ネットワーク） 

１１時１０分～１１時４０分 行政説明「障害者の生涯を通じた学びの充実に向けて」 

井口啓太郎（文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課障害者学習支

援推進室） 

１１時４０分～１２時 基調発言「重度障害者の生涯学習の現状とこれから」 

菅野敦（東京学芸大学名誉教授） 

１２時～１３時 昼食休憩 

１３時～１３時４０分 実践・活動紹介 

相澤純一（NPO法人訪問大学おおきなき理事長） 

倉本雅代子（東京都渋谷区重症心身障害児（者）を守る会・訪問大学おおきなき） 

苅田知則（愛媛大学教育学部教授） 

１３時５０分～１５時２０分 発表及びシンポジウム 

司会：下川和洋（NPO 法人地域ケアさぽーと研究所理事） 

（１）本人の想い・家族の願い（20分） 

「本人のニーズと家族の願いに応えた親の会として取り組み」 

安部井聖子（東京都重症心身障害児（者）を守る会会長） 

（２）福祉制度の活用（20 分） 

「就労支援継続Ｂ型を活用した学びの支援」 

内田崇祥（就労支援継続Ｂ型事業みんなの大学校・職業指導員） 

鈴木美恵（就労支援継続Ｂ型事業みんなの大学校・サービス管理責任者） 

（３）自治体の取り組み（社会教育等の活用）（20 分） 

「社会教育に位置づけた学びを福祉制度の活用で支援」 

藤原千里（NPO法人ひまわり Project Team理事長） 

石丸明子（新宿区福祉部障害者福祉課支援係主査） 

（４）シンポジウムテーマ「重度障がい者への生涯学習の制度創設に向けて」（60 分） 

安部井聖子、鈴木美恵、石丸明子、藤原千里、井口啓太郎 

（５）講評 菅野 敦（東京学芸大学名誉教授） 

１５時２０分～ 閉会挨拶 引地達也 
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卒業後においても障害のある方々の学びを支援するために

東京学芸大学名誉教授

菅野 敦

第2回 医療的ケア児者の生涯学習を推進するフォーラム 生涯学習の理念

（１） 趣旨
科学技術の進歩や社会構造の変化、高齢化の進展

や自由時間の増大などに伴って重要となっている生涯
学習の理念について、新たに規定した。

（２） 内容

国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を
送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆる
機会に、あらゆる場所において学習することができ、そ
の成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図ら
れなければならないこと。

教育基本法第３条
2006年改正

卒後の生涯学習支援の課題

文科省「卒業後における障害者の学びの推進
に関する有識者会議」（2018）

【視点１】学校から社会の移行期に特に必要となる学習

【視点２】生涯の各ライフステージおいてに必要となる学習

学校卒業後における障害者の学びの推進方策
障害者に真に求められる学習プログラム・実施体制

ー 様々な実践報告を受けての視点ー

資料１－３
平成30年3月20日「第1回卒業後
における障害者の学びの推進に

関する有識者会議」資料

【視点１】特に学校から社会への
移行期に必要な内容

【視点２】生涯の各ライフステージで必要な内容

【視点１】【視点２】に共通して、生涯を通じて必要な内容

○個人の生活に必要な
知識・スキル

・健康の維持・増進
・適切な食生活
・家庭生活や結婚生活
・防災、防犯
・ITスキル、情報モラル
・家族の介護 など

○社会生活に必要な知識・スキル
・金銭管理、契約
・資格や免許に関すること
・公共施設等の社会資源の利用

・税に関すること
・社会保障（年金・保険等）
・住民サービス
・政治参加
・裁判や司法参加
・労働法規
・地域活動、ボランティア活動
・集団生活でのルール、マナー
・ストレスマネジメント など

○学習内容・方法に関すること

・学校段階で身に付けた資質・能力の維持・開発に
関する活動

・主体的・協働的に調べ・まとめ・発表する活動
・自ら学習や交流を企画するスキルに関する学習
・社会体験や生活体験、農業体験
・就業体験、職場実習 など

※学習内容の評価や学習効果の把握、学習の成果を発表・発揮する場の設定

○人生を豊かにする上で必要なスポーツ、文化、教養に関すること

・スポーツ活動（「する」「みる」「ささえる」を含む）
・文化芸術活動（例：鑑賞、自己表現等）
・文学や歴史、自然科学などに関する学習活動
・時事問題や社会問題等に関する学習活動 など

学校卒業後における障害者の学習として必要となる内容のイメージ例

○自立して生きる基盤となる力に関すること

・人と関わる力（例：コミュニケーション能力等）に関わる活動
・主体性をもって物事に取り組む意欲、やり遂げる力に関わる活動

など

○職業において必要な知識・スキル
・仕事に関係のある知識の習得や資格の取得
・就職や転職に関係のある知識の習得や資格の取得 など

※下記の区分は相対的なものであり、相互に重複することもあり得る。
※特別支援学校等でのキャリア教育の取組も踏まえ、障害者の生涯を通じて、キャリア発達を促進することも重視する。

資料１－３
平成30年3月20日「第1回卒業後
における障害者の学びの推進に

関する有識者会議」資料

卒後に向けて学齢期からの学習で
目指すもの

文科省「卒業後における障害者の学びの推進
に関する有識者会議」（2018）【視点１】特に学校から社会

への移行期に必要な内容

に対する提案
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① 学習対象を理解する知識・技能の習得（国語、算数など）

② 文化（社会科学、自然科学、芸術など）の伝達・伝承
③ 学習対象の理解による、自己の変化
④ 社会の形成に参画し、

その発展に寄与する態度の育成

確かな知性の育成と
調和的な心身の発達

学校教育での学習を通してめざすもの

具体的な目標：

①
②
③
④

・人間性等
（どのように社会と関わるか）一般には

生涯学習への橋渡し

①学びへの姿勢・学びに向かう態度

②卒後の生活の安定化要因としての
課題解決の可能性、学びによる態度

①

②

学びによる驚きと喜び、そして楽しさを知る

学びに向かう態度

学びによる態度
学び続けることで、その喜びと楽しさを知る

学齢期の学習で期待すること

主体性

主体的に学習に向かう態度

～主体性とは～

自身の思いや願いを自分なりの方法で表し、
それをもとに、自らしたいことやすべきことを
選択・決定して行動していること、姿。

「主体的に行動する」とは？

①主体性を支える力・学習経験

Decision Making

Self-Determination 

・選択肢となる事象の手順（やり方）

・選択肢となる事象の結果の見通し

・達成の経験に基づく、達成への期待

学習経験・支える力

②主体性を育てる
発達の初期段階の子どもへの取り組みから

生活活動

行動・生活の活発化

発達の促進

適
応
行
動

身体的・精神的諸機能
諸能力

成就感
成功感

自 信

自発性

次の生活活動

自立性

快・不快
満足・喜び

安心

（生活意欲の向上）

自主性

主体性

7 8
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・「すごい」「驚き」「びっくり」・・・発見
自発的に取り組める

・「分かった」「できた」・・・達成感
自立的に取り組める

・「役立った」「うまくいった」・・有用感
自主的に取り組める

・自己表現、自己選択・決定
主体的に取り組める

学びに向かう態度

学びによる態度
主体性を育てる

その活動や課題のやり方が分かる

学びに触れ、学ぶことの楽しさを知る

ひとつの学びを他の活動や課題でも活かす

日常の活動や課題を肯定的に受け止め、能動的に取り組む

③積極性“主体性”の下支え、
“感受性・応答性”

●人からの働きかけに応えている

●成功、達成（できた・わかった）が嬉しいを
人と共有・共感する

相手に向かう・応じる嬉しさ・楽しさの積み重ね

感受性・応答性

人（支援者）と一緒に活動に取り組む
で 何を学ぶのか？

身の回りの活動（ADL、移動、準備-片付け・・・）やさまざまな遊び・活動での

やりとりを通して

・支援者の働きかけに注意を向けている姿

・支援者からの働きかけに言語・非言語で応えている姿

・支援者からの働きかけに応じて、活動に取り組んでいる姿

・支援者に自分の気持ちを言語・非言語で伝えようとしている姿

感受性・応答性
人からの働きかけを受け止め、人に応じる、かかわりの基本となる “心の力”、姿・・・態度

（視線、表情、しぐさ等）

・成功、達成（できた・わかった）がうれしい（成功感・・・達成感へ）

・支援者のすることを模倣している姿

自立性
自発性

主体性
自主性

積極性

感受性・応答性

暮らす

学ぶ

生きる

かかわる

かかわる

働く

人からの働きかけを受け止め、人に応じる、かかわりの基本となる心の力、姿人からの働きかけを受け止め、人に応じる、かかわりの基本となる心の力、姿

自律性

④“感受性・応答性”が支える“自律性”

卒後の生涯発達を支援する
～制限・制約の解消に向けて～

【視点１】【視点２】に共通して、
生涯を通じて必要な内容

に対する提案
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成人期以降も、

さらに活動に取り組み発達し、

社会に参加して活躍していく上での

制限や制約はどこから
来るのか？

（知的）障害があることから

加齢による高齢化から
健康・高齢者へのプログラム

知的障害者へのプログラム
＋

支援領域や内容は（何を支援するのか）？

制限や制約の
減少・解消

生涯発達支援の領域

地域生活支援の領域

に向け

➡ICFの９領域

➡AAMRの１０領域

かかわる
（ｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝ）

くらす
（自立生活）

学ぶ・楽しむ
（学習・余暇）

はたらく

（作業・就労）

生涯発達・地域生活支援４領域

[ＡＡＭＲ]
ｺﾐｭﾆﾃｨ資源の
利用， 余暇，
実用的な学業，
健康と安全
[ＩＣＦ]
学習と知識の
応用，
運動・移動，
ｺﾐｭﾆﾃｨﾗｲﾌ・社
会生活・市民
生活，(主要な
生活領域)

[ＡＡＭＲ]
身辺処理，
家庭生活
[ＩＣＦ]
セルフケア，
家庭生活

[ＡＡＭＲ]
労働，
自律性
[ＩＣＦ]
一般的な課
題と要求，
主要な生活
領域

[ＡＡＭＲ]
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ，
社会的スキル
[ＩＣＦ]
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ，
対人関係

国際生活機能分類国際生活機能分類

InternationalInternational　　ClassificationClassification
　　ｏｆ　ｏｆ　FunctioningFunctioning，，DisabilityDisability
　　andand　　HealthHealth　　

ＩＣＦ：ＩＣＦ：

２００１年５月２００１年５月

世界保健機構（世界保健機構（WHOWHO：：World Health Organizat ionWorld Health Org anization ））

アメリカ精神遅滞学会アメリカ精神遅滞学会
((AAMRAAMR))：： MENTAL RETARDATION : 

Definition, Classification, and Systems of Supports　

〈the American Association on Mental 

Retardation〉　　　　　　精神遅滞　第９版　　　　　　精神遅滞　第９版
　定義・分類・サポートシステム　定義・分類・サポートシステム

１９９２年１９９２年アメリカ精神遅滞学会アメリカ精神遅滞学会（（ AAMRAAMR ））

く
ら
す

は
た
ら
く

か
か
わ
る

４領域

学
ぶ
・
楽
し
む

地域生活支援の

生涯発達支援と

老年期

学齢期

青年期

成人期

壮年期

乳幼児期

は
た
ら
く

く
ら
す

かかわる

学
ぶ・
楽
し
む

成人期～壮年期

「はたらく」が位置づけられ「くらす」
「かかわる」「学ぶ・楽しむ」の

バランスが保たれた時期

成人期～壮年期

19 20

21 22

23 24

16



2021/10/25

5

知的障害のある方々の
地域生活に関わる支援ニーズ

まだまだくみ取れていない学習支援のニーズ

結果と考察

生活能力

作業能力

コミュニケー
ション能力

学業・学習

○18歳以降に相談の割合が高くなる領域

○18歳前後で相談の割合に変化が見られない領域

○18歳以降に相談の割合が低くなる領域

職業キャリア支援の、基盤としての階層（松為,2001）
卒後の、社会生活上の課題（原,2008）

学校卒業後の就労支援において、
若年層の知的障害者に離職が多い（中嶋ら,2013、）

成人期知的障害者の生涯学習支援において、「読み書き
計算をはじめ、学習活動」の実施率は低い（今枝,2011）

すべての支援領域に共通して基礎となり、生涯を通
じて支援が必要な領域（菅野,2006・2012）

しかし、30歳以降に相談の割合が急激に低くなる

②自ら生涯学習支援を受ける
成人期の方々の学習ニーズ

学業・学習

○18歳以降に相談の割合が低くなる領域

本当に、学習ニーズは低いのか？
何を学ぶことを求めているのか？

18歳以降の成人期知的障害者（２００４年以降は定型
発達者も含む）を対象に、東京学芸大学で実施してきた
生涯学習を支援する取り組み。

運営委員会（スタッフ）：大学教員、特別支援学校教員、

１９９５年より開始、26年間継続している。大学を拠点
とした成人期知的障害者への生涯学習支援として我
が国において先駆的な存在であった。

特例子会社社員、福祉関係職員、学生等
毎年、約30名で構成

オープンカレッジ東京

オープンカレッジ東京に参加する知的障害者のニーズ

講師：大学教員等が担当

講座：年４テーマ（講座）実施

講座の展開：講座内容に合わせ

＋ 学習成果報告会１回

２０１６年度からは、ミニオープンカレッジの形態
（１テーマを７～８講座・各１講座は７～10名程度
の少人数）でも実施。

スタッフとしていっしょに学んだ成果を、「何を」、
「どのくらい学んだ」のか報告する会

受講生数：毎講座、50～60名参加

（９月～１２月）

グループを作って活動を展開

オープンカレッジ東京に参加する知的障害者のニーズ

現在、リモート配信準備中

これまでのテーマ １９９５年～２０１９年
121講座

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2004-2006 2007-2009 2010-2012 2013-2015

オープンカレッジ東京における学習内容

・就労領域の減少
くらす・かかわる領域から（側面から）の
就労支援

・安定した学習・余暇領域
のニーズ

特徴：

生涯学習支援への提案

文科省「卒業後における障害者の学びの推進
に関する有識者会議」（2018）

生涯を見すえて誰が、どこで、何を支援するのか？

25 26

27 28

29 30
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誰が学ぶか
（どこで学ぶか）

学習の場

・受講者が通い慣れた施設等

・社会教育施設

・講師の拠点
（講座に必要な施設設備）

・大学・専門学校

（誰が企画し、開講するか）

企画・実施者

・青年学級等

卒業した学校での
同窓会等

・
・
・・

大学における
オープンカレッジ等

社協等福祉施設の

研修・学習会として

支援機関等での集い・
研修として

社
会
人
に
な
っ
た
障
害
の
あ
る
人
た
ち

・・
・

支援実施の体系化（提案）

・企業等

（何を学ぶか）

学習領域・内容

自立に向けた日常
生活の活動等

学ぶ（知る）楽しみや学
び続ける喜び等

はたらくについての
知識・技能・態度等

②くらす

①学ぶ・楽しむ

④人と かかわる

③はたらく

（公民館、生涯学習センター等）

社会教育の一環として
社会教育主事が

企業等による研修事
業として

「学校卒業後における障害
者の学びの推進に関する有
識者会議」資料

社会生活に必要な
コミュニケーション等

生涯発達支援と地域
生活支援の４領域

②YA            プログラム

③MA            プログラム

④SA            プログラム

⑤OA           プログラム

MA専修プログラム

SA専修プログラム
（old adulthood)

（senior adulthood)

（middle adulthood)

（young adulthood)

自己決定に向けて
（自ら適切に比較し、選択）

生涯発達支援・地域生活支援
の４領域から

YA専修プログラム

①移行プログラム
学齢期のプログラム

乳幼児期のプログラム

★各ライフステージに必要な学習（内容）をどのよう
に決めるか？

・履修モデルに相当する考えを持つか？

年齢段階別の学習支援の課題
（ライフステージ）

・習得、達成（単位）を何処（誰）が認めるのか？

★学習の進度を何処（誰）がどのように決めるのか？

（特に、学習内容）

新たな

各ライフステージ

「学校卒業後における障害
者の学びの推進に関する有
識者会議」資料
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「就労支援継続Ｂ型を活用した学びの支援」 

～オンライン・オフラインを組み合わせた重症心身障害の就労支援の実践～ 

内田崇祥（就労支援継続Ｂ型事業みんなの大学校大田校・職業指導員）   

鈴木美恵（就労支援継続Ｂ型事業みんなの大学校大田校・サービス管理責任者）  

熊谷瞳（ＮＰＯ法人ぽぷり）                         

 

１．就労継続支援 B 型事業所の支援について 

・ウエブ（zoom）を利用したオンライン支援と訪問によるオフライン支援を併用しました。 

・みんなの大学校広報の仕事（イラストデザイン）を行って頂きました。 

・就労継続支援 B 型事業所に通所する重症心身障害の方 1 名を対象にオンラインとオフラ

インを組み合わせた作業訓練を行った結果を報告します。NPO法人ぽぷり（重度訪問介護）

の支援者と連携しました。 

 

２．本人の様子 

・やりとりの様子を見て頂きたいので、動画をご覧下さい。 

・「どの色にするか」「大きさは大小どちらにするか」「どの指にするか」を 1 つひとつ聞い

ています。体調によって反応は変わります。一番最初の挨拶をした時のその場全体を観察し

て、その日のベースとなる反応を探っています。本人の意思は、舌や表情の動きで伝えて頂

いています。絵の具を指に着けるなど、感覚を体験して頂くことを大切にしています。 

 

【完成した花束の作品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タイトル「花束」 

・フィンガーペイントの作品です。 

・指に絵の具を付け、感覚を経験出

来るようにしました。 

・黄色のブラッシングは本人がこだ

わりを見せました。完成にするか聞

いても反応が曖昧だったため、今ま

で使っていた道具を順番に見せた結

果、ブラッシングを選びました。 
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３．作品紹介 

①意思表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②感覚と結果をつなげる試み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タイトル「蛍」 

・本人からの意思で

作品を作り上げるた

めに、一つひとつ質

問をしながら制作し

ました。 

 

・初めて取り組んだ

作品でしたが、反応

が多く見られて本人

が「自分の外側を意

識している」ような

様子だったのが印象

的でした。 

・手を使うことが出来るようス

ポイトを使用し、つまんで絵具

を押し出すことで色を混ぜる体

験をしました。 

 

・つまむときの指の刺激で色が

出る事や、他の色と混ざって変

化する結果を体験して頂く試み

をしました。 

 例えば、 

・描きたいものを決めて頂くため、何種類か写真をお見せして選択肢を提案 

・色合いや描く位置等を、支援員が見本を作ったり指さしをしたりして選択肢を提案 
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４．作業中の手元を撮影 

・先ほどのスポイトの作品を作った際、身体の可動域のために手元が見えない状況では、感

覚と結果をつなげて本人らしい作品作りを行うことに限界を感じました。 

・周囲のエゴでない本人の意思を汲み取りやすくするため、解決法を話し合い、スマホとタ

ブレットで zoom にログインすることで、作業中タイムリーに手元の様子を本人が見ること

が出来るようにしました。 

・訪問時、カメラ設置方法を話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマホで手元の様子を撮影して

います。 Zoom を使い、タブレ

ットにスマホの画面を

映します。 

感覚（絵の具を触った感

触）と、視覚（作品が仕

上がる様子）の同時性を

経験出来るようにしまし

た。 

タブレットに映

る本人の視点。 
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５．青森大学との交流 

訪問時、青森大学との交流会を実施しました。 

 

今回の実践で本人の作品を Facebook に挙げていたところ、作品を見た青森大学の学生から

メッセージを頂き、大学とつながることが出来ました。 

①鈴木教授ゼミの学生との交流 

・インクルーシブな社会の実現を目指すことを目的のゼミ。 

・今後企業とも連携し、本人の作品を商品化（ティッシュボックス等）出来ないか検討する

見込みです。 

 

②学生のサークルぬい撮りサークルとの交流 

・地域の観光について発信することを目的としたサークル。 

・ぬいぐるみの写真を撮り、Instagram、Twitter、Facebook にアップする活動。 

・本人のぬいぐるみ（ヌックン）を学生の元に送り、現地に行けない本人のかわりに観光や

学校生活に参加、学生からは写真を共有頂き、交流を行いました。 

 

同世代の学生と交流することが出来ました。交流したことで本人が知らなかったことを経

験出来ました。 

 

＜学生との交流の写真（zoom で実施）＞ 

ゼミとの交流。 
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＜Instagram に投稿して頂いた写真＞      ＜青森大学到着時の写真＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜誕生日のお祝いで頂いた写真＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己紹介している様子。 
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６．ぽぷりと、みんなの大学校が連携したデジタル作品 

・パソコンを使うと自分が作った作品を別のものに、発展させることが出来る事を知って頂

きたいと思いました。「花束」・「蛍」の作品を一部分残し、別のデータにして、パーツごと

に貼り付けました。（これまで作成した作品をパソコンに取り込み（PDF）、パワーポイント

に張り付け、加工、その後、写真ファイル（JPEG）にしました。） 

・本人・本人の意図をくみ取る人（ぽぷり）・パソコンを操る人（みんなの大学校）の 3 者

が役割を持つことを大切にすることで、遠隔でも本人の意思や様子を共有しながら進める

ことができました。 。 

・「どこに張り付けるか」・「何の作品を使うか」を 1 つひとつ、選択肢を示しながら聞いて

いきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【完成した作品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・写真を動かしながら「どこに貼りたいで

すか」と声掛けしました。 

・本人の様子から本人に伝わりやすかった

言葉に言い換えながら話しました。 
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７．考察 

・作業のペースに縛りがないため、本人に明確な意思表示をして頂けるまでやりとりをする

ことを大切にしました。 

・在宅であってもウエブ（zoom）上で日々の進捗確認や、作業の振り返りを行うことで就

労継続支援 B 型の作業を行うことが出来ました。 

・月 1 回の定期的な訪問で、本人主体で参加出来る作業の検討や、青森大学との交流を行う

ことが出来ました。 

・新型コロナウイルス感染症の影響により zoom でつながれるようになり、遠くの地域の方

同士が交流出来るメリットが生まれたと考えられます。 

・在宅と訪問両方組み合わせることで支援の幅を広げることにつながりました。この例をよ

り多くの方に広めることが出来れば、従来の福祉サービスでは支援が届かなかった方に対

しても、社会とつながれるような支援が届くようになると考えられます。 

 

【今後の課題】 

①zoom でのやり取りのみ（画面に映る様子だけでは）、本人の発信を受け取ること・得意な

作業を把握することは不十分な面があった。訪問時に関わる人たちで視点や考え方を共有

するなど、作業内容の話し合いは必要だと思いました。 

②遠隔の作業で遠い場所でもつながれる一方で、現地に職員が行けないからこそ、現地で支

援出来る方が必要でした。 

③在宅・訪問で就労継続支援 B 型事業を広めていくためのアイデアを頂けると幸いです。 
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⽣活介護事業所の⽇中活動⽀援を⾏っています。事業所の利⽤者が個々の能⼒を⽣かし、作業

⽅法を⼯夫することでクオリティーの⾼い商品を作り、販売利益を作業代として利⽤者に還元

しています。就労と⾔う概念を持ちづらい重症⼼⾝障害者であっても、社会⼈としての役割と

⾃覚を持つことで、⽣きる喜びへ繋げていくことを⽬的として活動しています。

重症⼼⾝障害者のための⽣涯学習⽀援事業です。18歳以上の重症者が⾼等学校を卒業し
た後も学ぶ機会を持ち続けることで、地域や社会との接点を広げ、豊かな時間を過ごす

事を⽬的としています。⽣きることは学ぶことであり、学ぶことは⽣きる喜びにつなが

ります。ひまわりHome�Collegeでは、受講を希望する重症者の⾃宅や希望する場所へ、
専⾨性の⾼い講師を派遣しています。

ひまわりHomeCollege

特定非営利活動法人

ひまわりProject Team
障害の重い⼦どもたちが地域で安⼼して暮らせるように

 

アトリエひまわり

＠社会福祉法⼈ 南⾵会

シャロームみなみ⾵

＠社会福祉法⼈東京コロニー

コロニー中野41



特定⾮営利活動法⼈ ひまわりProject Team

himawaript.smile@gmail.com

重症⼼⾝障害児者のスポーツ参加の可能性を探り、ス

ポーツ環境整備に取り組んでいます。ハード⾯の問

題、医療⾯での安全の確保、専⾨知識のある指導者の

確保などの課題をクリアしつつ、重症児者の参加でき

るスポーツの可能性を提案していきます。従来の「で

きる⼈のスポーツ」から「誰もが参加できるスポー

ツ」へと、スポーツの概念を変える動きの⼀端になれ

たらと考えています。２０１３年からひまわりProject
Teamのスタッフが新宿区地域振興部⽣涯学習スポーツ
課主導のスポーツ環境会議委員に選出されています。

ひまわりHAUS＠新宿区⽴新宿養護学校

ひまわりスポーツ倶楽部

２０１４年から新宿区の委託を受けて、新宿区内の全

⼩学校を対象に⾏われている『放課後こども広場』の

仲間⼊りをした『ひまわりHAUS』は、重い障害があ
って感染に弱くても、医療的ケアが必要でも、⺟⼦分

離で放課後を楽しく過ごすことのできる放課後活動で

す。質の⾼い活動内容を提供することで、⼦供たちの

五感に良い刺激を与え、関わり⽅を⼯夫することで感

覚統合につなげ、⼦どもたちの積極性を引き出せるよ

うに⼯夫されたプログラムを提供しています。

 

☆掲載されている写真の雑貨はアトリエひまわりで販売している商品です☆

ファンラン＠新宿シティハーフマラソン
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2021 1 34 2,625
1 2 3
1
2 4 1 11,033
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18 60
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